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1　研究目的

　乳幼児期の栄養・食生活は児の心身の成長の源泉であ

ることは言うまでもないら愛育病院保健指導部児を対象

とした岩渕らの報告Pにおいても離乳の進行状況と身体

発育との間に関連のあることが明らかにされている。一

方、これまでに多くの横断研究ω3，のによって乳幼児期

の食生活ここは養育者の生活状況や育児態度及び社会環境

等が影響を及ぽすことが報告されている。しかし、この

時期の栄獲・食生活を中心とした縦断的な研究は殆どみ

られない。

　そこ で、私達は愛育病院で出生し、その後3歳以降6歳

まで継続観察しえ芝乳幼児を対象にこの時代にみられる

様々1 食生活上φ問題がどのような背景によって生ずる

のか、ま萢乳幼児の食生活と行動発達の問にどの様な関

連があるかを明らかにし、栄養指導を　テう際の資料とし

乏いと考えた。

活環境（住宅形態、部屋数、庭の有無、騒音の程度）及び

1歳から3歳までの運勤発達との関連について分析を行っ

た。

皿　結果及び考察

　コ．離乳食の進行及び幼児期の食生活状況

　大部分（98，3％〉の児は離乳を5ヵ月までに開始している

が、4カ月時に開始していた児は56。鵠であった。6、8、10ヵ月

時における離乳食の回数をみると（衰1）、それぞれ1回、

2回、3回の児が最も多いo疑ずれの月齢においても離乳食

の回数が0回という児がみられたが、これは離乳が未開始

ということか、あるいは病気などで中止してい滝のかは

明かでない。少数ながら6カ月で篠回、8カ月で5～6回U鋤月

で6～7回と（、う児がみられ滝」食喜内容や覚についての

詳細は明かでな恥が、生活習慣の面からも各月齢におけ

るこのような食事の与え方は好ましくないと思われる。

表1　各月齢における離乳食の進行状況及びその年代別差興

狂　研究対象及び方法

　調査対象及び解析方法は加藤らの報告と同様である。

　養育者への保健婦の問診により、生後肋月、励月、8

ヵ月、10ヵ月時の離乳食の回数、進行上の問題の有無、10

ヵ月時における自分で食ぺたがること、むら食い、遊び

食いの有無と、艮歳から6歳までの食欲、食霧の自立、食

事の所要時問、偏食の有無及び問食の与え方などの実態

を把握し、これらの年代別差異を観察し炬。更に、これ

らの項目と対象者の出生順位、母親の年齢、学歴、就業

状況、性覚（神経質傾向の有無）・祖母の同居の有無・生
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　大部分の児は順講に離乳が進行していたが、離乳進行

上に問題が有るとする者は月齢が進むにつれ増加してい

た（表1〉oこれは次第に色々な食ぺ方を習得し、その絡

果、むら食い、遊び食いなどが出現したり、摸食量の個

人差も大きくなってくるためで莇ろう。畏0カ月の時点で、

自分で食ぺたがるという者、むら食い、遊び食いを訴え

る者はそれぞれ27．3駕、正0，6監6．5％であった。一方、自

分で食べたがらないという者、むら食い、遊び食いをし

ないとする者は各々1，4瓢0．8駕、2．3駕と少なく、80～90

器はこれらの食行動に対する訴えを特に表明していない、

あるいは記入もれによるものであ駄その実態は不明で

ある。

　本報の対象は前述のように昭和35年から50年に出生し

た児であり、この問には文部省離乳研究斑によって「離

乳基本案』が発議され（昭和36年）、その後犀生省離乳食

幼児食研究班によって「離乳の基本Jが発衰された（昭和

55年〉。この期間における、当保健指導部の離乳食の進

め方は概ねこれらに即しているが、その時代の乳児の栄

獲・食生清状況や生活・社会情報等に対応して、年代によ

り多少異なっていた5，6，η。そこで、昭和35年から⑳年

（1期〉、飢年から妬年（口期）、46年から50年（照期〉の3

期に分け、年代による差異を調ぺた。なお、各期によっ

て指導が異なっていた点は、離乳開始が｝期1肋月、口

，皿期：4一励月、2回食開始が1シHI期：鋤月、∬期；6－7カ月、

3回食開始が1期：8胴、且，皿期：勃月である。その結果、

4カ月時に離乳を開姶していた児は∬期、HI期、1期の順に

多く（Pく0，005〉、6、8、10ヵ月時の離乳食回数にも有意差が

みられ（裏1〉、比較的離乳の進行 が早い児は1期に多か

っ赴。ま赴、離汎進行上に問題が有るとする者の割合は

いずれの月齢においても1期に高かった。これには母親

の意識の相違も考えられるが、1期の時代による調査成

績をみると、離乳期後半に離乳の渋滞、体露発育の減速

が観察されており5㌧この時期における指導指針もこの

問題発生に一部関与しているものと，思われる。離乳期後

半にみられる、自分で食ぺ炬がる、むら食い、遊び食い

などはごく自然の成長課程の三コマであるが、いずれも

班期に最も多く、逆にこれらの食行動を示さないという

者は1期 に多かった（いずれもPく0。01）。これは母親の意

識の相違が関与しているのかもしれない。

　主歳以降の食事、問食の状態を裏2に示す。

　いずれの年齢においても、食欲が良妊乃至普通の児は

過半数にみられたが、その割合は2～畦歳ではやや低かっ

た。一方、年齢と共に“少食”を誘える者は増え、“むら

”を舐えるものは2巌をビークに減少しており、これは高

城らの調甕結果のと一致する。喚歳以上になると、90％前

後の児は食事の自立ができている。しかし、6歳において

も自立ができていない児は、8，罵と他の年齢より高率で

あっ炬。これは6歳まで来所した者は人数が少なく、この

表2　幼児期における食事，問食状態及びその年代別差異
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ことはま芝、母親がかなり熱心な場合、あるいは何らか

の問題点を有する可能性が考えられるo食事時問が30分

以上かかる児は3歳で半数以上、4歳以上になると約2／3の

者は30分以内で終わっている。偏食が有る児は3D％前後

で年齢差はみられない。しかし、幼児期における偏食の

出現状況に閲しては様々な報告がなされており、一定し

た傾向はみられないωω。これは恐ら＜“傭食”につい

ての定義が異なるためであろう。

　問食の与え方が不規則な児は艮歳、呂歳共に約1〆5みら

れ炬。

　さらに1歳以降の食事、問食の与え方についで、年代

による有意差の認められねものを衰2に示す。“少食”

を脈えるものは殆どの年齢で1期に多く、m期に少なか

ったが、　“むら”に関しては一定の傾向はみられなかっ

た。食事の自立ができていない児は2，4機では1期、5，

6歳では∬期に多かった。食審に時問のかかる児は1期

に多く皿期に少なかっ赴。特に少食や食事の所要時問に

関する聯卑が臆期に少なかったのは、社会一般の傾向と

して肥満が問題視されるようになり、児の食事量に対す

る寵識が変化 してき炬ためであろう。また、離乳進行上

に問題が有るとする者が臓期に少なかったこととも多少

関連があるのかもしれない0

　2。離乳食の進行及び幼児期の食生活と家族及び生活

環境の関連

　衰3に結果を示す。

　4、助月時に離乳が來開始の児の割合は、庭の有るもの

（556名、56，鵠）、祖母同居者に有意に高かった。離乳禽が

6、8、10ヵ月時に0～1回であった児は祖母が同居していな・

い者、部屋数の少ない者（573名、61．鵬〉に有意に多く、第

一子にも同様な傾向がみられ鞄。一方、各月齢におい て

離乳食を指示された回数以上に摂取してい赴児は・第2

・子以上、一戸建住宅居住者（737名、49．9％〉に有意に多か

った。離乳進行上に問題が有るとする者はいずれの月齢

においてもフルタイムで勤務する母親よリバートタイム

の者に多く、特に6ヵ月時にはその差は有意であっ艶◎ま

た、1肋月時には第』子に有意に多かった。母親がフル

タイムの場合には、保育所など乳児の育児体制がある程

鹿確立されて いるが、バートタイムの場合、生活や保育

体制など全体が不規則になりやすく、このことが離乳の

進行上何らかの影響を及ぽす可能性が考えられる。

　離乳の開姶、回数と生活環境との問に認められ赴関連

は直接的なものとは考えにくく、むしろ生活環境は家族

構成その他諸種の要因とも密接に関わるので、これらの

関連についてはさらに広く検討する必要があろう◇

　10カ月時における、．自分で食ぺ彪がること、むら禽い》

遊び食いの有無と家族及び生活環境との間に有意な開連

はみられなかった。

　1、2、3歳時の“少食”“むら”には児の出生噸位、庭の有

無、2歳時では出生順位、住宅形態、3歳時では住宅形態

が影響を及ぽし、これらに有意差がみられた。2歳時に食

事の自立が不完全な児は第一子、短大・大卒の母親に多か

った・まだ・5歳・6歳時に自立のできていない児の殆ど

は第一子でかつ母親が無職の考であり｝養育者の過保護

がこのよう聯腿招い紬のと馳れる・徽時にみ
られる偏食は第一子、母親が神経質傾向にあ を者、生活環

境が騒がしい場合（182名、16。躍）に有意に多かっ赴。偏食

には過干渉が影響を及ぼすことが報告されて郭姻，、本

報においても出生噸位、母親の神経質傾向などに起因す

馬過干渉が影響を及ぼしているのであ予う。5歳時爾傭食

は母親が2G代より30代の者に多かった。一般に神経質傾

表3　離乳食の進行及び幼児期の食挑活と家族及び家庭潔境の関連

出　生噸位 母羅の諸条件 祖母の同居 生　活　環　境

4カ月時1離乳食の醐始　　（未） 無く有’”（庭）

5ヵ月時；離乳食の開始　（未） 無く脊■’

6カ月時＝離乳食回敵（耳回以下） 有く無” 4以上く3以下’（部屋数＞

離乳食進行（問題有） フルくバート’（職業）

8ヵ月時：離乳食回数（3回以上） Lく2く3以上” 無く有’ 集合〈一戸”（住宅〉

10胴時；離乳食進行　（問題奮） 3以上＜2く焦”

1歳時＝食欲　　　　（少食） 2以上く1’”

（むら） 3以上く2く正”’ 有く無”（庭）

間食の与え方（不定） 蹴上く監■

2歳時＝食欲　　　　（少食） 2く3以上く1。”

（むら） 3以上く2く1’” 一戸く集合”（住宅）

自立　　　　（‡，一） 2く3以上くr” 中・商く短大・大”（学腔〉

臓食　　　　　（＋〉 3以上く2く旦” 無く有’（神経質傾向〉 騨く騒’（環壇）

3歳時：食欲　　　　（少負） 一戸く集合’（住宅）

食事時岡　（30分以上） 2く3以上く1’ 無く有’

間食の与え方（不定） 短大・大く中・高’（学麗） 4以上く3以下●（部展数〉

5歳時＝食欲　　　　（少食） 1賢2く3以上’。

食屡時閃（30分以上） 4以上く3以下’（部屋数）

偏食　　　　　（＋） 20代く30代’（年齢〉

＊lpく0，05，牌＝pく0．01，桝：pく0．005

一工1一



表4　離乳食の進行及び幼児期の食生活と1歳以降の運動発達の関連

　1載
い歩き

　1斑
人立ち

1蹴

けて

2坦

行”
　2歳

いとこ
　2想

段の昇
2歳

輪頂
　3歳

足とび
歩く ろからと 降（つか をこぐ

びおりる まらず）

4カ月時：離乳食の開始　　（来） 十く一”
励月時；離乳食回敵（！回以下） 一く十’

6ヵ月時ζ逗行　　　　（問題有）
十く一”

10ゐ月時＝照乳食回敵　　　（2回）
1畿時1食欲　　　　（少食） 一く十”

十く一”

（むら） 一く十”
2敬時：食欲　　　　（少食〉

十く一”
（むら）

十く一”
2厳時＝偏食　　　　　（＋） 十く一”
2歳時；自立　　　　（士，一） 十く一甲

＋＝題る・一：で肋い　D＋；よく歩く，一；だっこが多い　押鳳05，＃1阿，01，桝＝阿．005

向にある母親は児の正常な行動に対してもそれを問題視

しやすく、その結果児への対応も神経質になって食事上

の問題が多発するのであろう。食審に時簡を要する者は

3歳時では第一子、祖母同居者、5歳時では部屋数の少な

い場合に有意に多かった。また問食の与え方には、1歳

時には出生顧位が、3歳時には母親の学歴や部屋数など

が明らかに影響を及ぽしていたo

　八倉巻らの調査一e》においても第一子に食に関する問

題が多くみられている。第一子の場合・育児経験が無い

ことが大きな要因となろう。　また、ノ～倉巻らは1都畦県で

行った調査3》で、祖母の同居する児には食箏トラブルの

無い比率が高いことをみている。しがし、東京において

は逆の傾向であった◇これは、住宅事情が違う炬めであ

ろうか。本研究においては、祖母の同居は幼児期の食礁

の所要時問に関与していた。幼児期の食事上の問題発生

には庭の有無、住居形態、部屋数なども一部関わってい

た。これには児の遊び激の多少が影響を及ぽしているの

であろう。生活環境により遊び量が少なくなりがちな児

の場合、外遊びの励行が必要と思われる。

　3。離乳食の進行及び幼児期の食生活状況と1歳以降

の運動発達の関連

　離乳期及び1、2、3歳時における食事に関する項目と1、

2、3歳時における運動発達との関連を調べ、その結果有

意差のみられたものを表4に示す。

　4カ月時に離乳を未開始の児はi歳時に一人立ちができ

ない児が多く、他の運動発達の項目も“一”即ちできな

い児が多い傾向がみられた。また、6ヵ月時の離乳進行上

に問題が有るとする者、i働月時に2回食の者は、それぞ

れ2歳時の階段の昇降、3歳時の両足とびのできない比率

が高かっ准。これらの結果は離乳食の進行の遅い児、進

行上に問題の有る児は1歳以降の運動発達に何らかの影

響を及ぽしている嘉を示唆している。しかし、これとは

逆に6カ月時に離乳食が1回であっ炬児は2回の児より夏歳

時に伝い歩きのできない児が少なかった。6カ月時に1回

食というのは離乳の進行が決して運いとはいえず、彼ら

が半数以上を占めており、その上閲連の有意性も弱いの

で、統計的に有意であってもそれ程意味のある関連とは

考えにくい。岩渕らは本対象について、離乳食の進行の

早い児は身体発育の早いことを報告しているD。身体発

育の良好な児は、授乳や離乳食摂取に対しても積極的で、

従って離乳の進行もが早くなり、その結果身体発育や運

動発達が促されることも考えられる。しかし、離乳の進

行にはその時代における栄獲・食生活に対する考え方や

家族及び生活環境の影響も大きい。従ってここで示唆さ

れた離乳食の進行と運動発達の関運をより明確にさせる

ためには、一層綿密な研究が必要であろう。

　1歳時に続けて歩ける児に“少食”や‘‘むら”を騨えて

い赴者が多かった。これは歩行ができることにより食零

に集中しにくく、その結果母親の目には“少食”という

現象で映るのであろう。しかし、歩けるようになった2

歳時では、“少食”“むら”を訴える者、偏食の有る者、

食事の自立ができていない者は、衰4に示した種々の運

動に対して消極的な児己こ多かった。これは恐らく運動趣

が少ないためと思われる。

　しかし、本研究で得られたデータはかなり大まかなも

のであり、また叢近のものではないので、今後、改訂し

滝カルテから得られる惰報を更に検討していきたい。

IV　結論

　離乳食の進行及び幼児期の食生活に起きる諸問題がど

のような背暴によって生じるかを前報と同じ対象につい

て分析を行い、次の結果を得た。

　離乳食の進行及び幼児期の食生活の禦態は時代によっ

て多少差異が見られ痘。しかし、総体的に見ると、乳幼

児の食生活と家族及び生活環境との関連が認められ、特

に離乳食の進行が遅い児、進行上に問題のある児は第一

子、母親がバートタイムで勤務する者、祖母が同居して
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いない者に多く、これらには生活環境も一部関与してい

た。幼児期においては、　“少食”“むら”を誘える者は第

一子、庭の無い場合あるいは集合住宅居住者に多く・遊

び童が開与していたことが示唆され炬oまた、食事の自

立、偏食の有無、食事の所要時問及び問食の与え方には、

出生頒位、母親の学歴、性質（神経質傾向）及び葎齢、祖

母の同居の有無、生活環境の影響がみられた。即ち、第

一子、高学歴あるいは神経質傾向の有る母親、祖母が同

居する者などの場合には、児の食事上の問題が起こりや

すかった。さらに離乳食φ進行及び幼児期の食生活と1

歳以降の運動発達との問に一部閲連がみられた。

　以上の結集から、乳幼児の栄養指導を行う際には、児

の家族及び生活環境を充分に把握し、さらに社会状況な

どをとらえながらすすめることが鴬要である。

　　　　　　　　　　文献

1）岩渕みき他：主成分分析による乳幼児の身体発育タ

ィブ分類，第35回日本小児保健学会講演集，　302～

303，　｝988

2）鈴木淑子：幼児の食生活に関する調資・特に働く母親

について一，小児俣健醗究，¢4，（3），321～326」985

3〉八倉巻和子飽：乳幼児の食行動に影響を及ほす養育

条件に関する研究，痩生雀心身璋害研究報告得，1直7～

三3置，1987

4）高城義太郎他：乳幼児の健康及び発達に影響を及ぽ

す社会環境的条件に蘭する研究，厚生省心身陸害研究

報倍誉，　宣32～i｛監3，1987　．

5）武藤舖子他：保健指導の一環としての離乳指導成績

（第一蝦〉，小児保健研究，20（復），197～203，ig62

6〉武藤静子他1離乳の進め方に闘する研究，日本総合

愛育研究所紀要第3集，i6置～亘75，五968

7）武藤静子他：改訂・発育期及び妊娠授乳期を対象と

　し炬食梅成試…碇，日本総合愛育研究所総要第6簗，

　159～167，197量

8）江田節子他：幼児の食悦活調襯，小児保健班究7

　些3（5〉譲93～497，／198摂

9）聾美昭一郎他：幼児期における偏食と育児環境との

関係について，小児保健研究，30（6〉，272～279・1972

鱒）八倉巻和子飽：晩幼児の食行動に影響を及ぼす養賓

　条件に関する研究，厚生省心身瞳害研究蝦告書，1畑

　～129，1986

TheEffects・ofChndCare痴vlronmenしonChildren’sDietaryLife

RエeSOME踏，Kly・kOMIZ㎝O，凹unehir。HIRn糊馬TadaakiK且TO

Takeko　M㏄HIZUK工，　Mikl　TAK瓦HASHI，　JUnryo　図工NO

　Wエしhapurp。set・acquirdata　necessa呼f。rdie七ary騨d㎝ceし。wardChildren，weex舩ned七he

back膨。Undwhich8。mep即。blems c。nCemingchlldren’sdie剛hfesprangfP。mandしhe「elaしi。nshipbe甲

しweench1ユdren・sdie七ary⊥ife㎝dm。t。Pdeve1。pmentreferingし。2086childPenb。min1960厚1975wh。

wereしbesameasKa七〇7sSしudy．FonQwingarere8u1もsob亀ained・
（1）Children・sd瓢aryllfeユndiCateds。皿e，七h。ugぬsエiゆt，variaしi。nsfr。m伽et。time「efユec漁9

change註inf。。d＆mu七Pi七1・nsユtuぬQn，ユ1festyエeands。Cialenvir。nmenし・

（2）Genera恥SpeakingchildPen・Sdieもa叫ifewererelaしedも。f㎝nyandlivingenvエr。㎜ent・Cblld「en

S1。winweaningPr。8ress。rhav1論εweaaエn8pP。blem8weref。undin七bes噸ifiCantユyhiゆe叶a七e㎜。ng

もheChエ1drenwh。were七hef二rsもb。rns，parし一し1mew。rkiPgm。七聴erS’，。rhving。ff七heirεrandm。もhePs・

Als。the3eweanin8しr。ublesa38。ciaもedaUeasしpar七lywiしhしheidivlngenv主「。㎜enし・

　　雌er鵬fi麟birしhdayChndrenw蜘P。。r。r1Pr卿1arapPe批eapPeared皿。ref「equen亀1y㎝。論9
　七hefirsbb。msandresidents。fgardenless。rc。11ecもiveh。u8e8・Chndreni・capabユe。f3elf－supP。「し

ea七工論9，ユazyeaもeP3，贈帥・arsnackeaもers，and・ike8anddislakeseaじerswe「em。「ep。puユaP㎝。n8

しhefi描bQms，c凪dren。fhi餌yeαucaしed。rnePv。usm・しhersand。nesliving繊h邸㎝dm。ヒh飢

（3）Chndren・sdieしaryllfesh・weds。mereユa亀1。nship甑しh m。㌧。rdevel。pmenしaf七e「1yea「3・

　　Fr。mしheab。ve。bseゴvaしi。n“heimp。rしance。fc・血prehendlng七hechildrea’3f蝋lyandhvi㎎en－

　v瓦ron皿enしandsQcエaユConditio凱wassug8e3七edforCh110ren’sdエetary副idance・

一13一


